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REBOK開発の経緯
• 背景）
• 要求⼯学を学び, 適⽤するガイドがない
• 設計技術，テスト技術は進化・発展
• 要求⼯学：正解のない世界→まず，⼯学的技術・知識の体系化が必要

• 当時の，あるプロジェクトマネージャの⾔い分
• 「ソフトウェア開発中の要求変更は，あってはならない」

• アジャイル開発の普及
• 解が⾒つからない問題を解くという挑戦から，経験的に編み出された

開発プロセス
• 要求変更がない？あり得ない！
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REBOKを構成するコンテンツ
• 要求⼯学とは何か?
• 要求とは何か?
• 要求を定義するためには，どのような技術を学ぶ必要があるか?
• 要求⼯学のどの技術はどのような課題解決に役⽴つのか, あるいは, 

役⽴たないのか?
• 要求⼯学をどのように適⽤すべきか?
• 要求定義の⼈材育成をどうすべきか?
• 関連する知識体系の位置づけは?
• どのような書籍を読むべき?
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関係するBOK
BOK SWEBOK(Software

Engineering BOK)
BABOK(Business

Analysis BOK)
IREB(Intʼl RE 

Board)
ITSS(IT Skill 

Standard)
最新版 V3(2014) V3(2015) V3(2020) V3(2011+)

組織 IEEE CS(⽶国) IIBA(カナダ) IREB(ドイツ) 経済産業省/IPA
対象者
(⼈材)

ソフトウェア開発専⾨家 ビジネスアナリスト
(BA)

要求エンジニア
(RE)

コンサルタント, 
ITアーキテクト

内容 ソフトウェア⼯学の中のソフ
トウェア要求⼯学:基礎知識

ビジネス分析:専⾨的⼿
順

要求⼯学: 
基礎知識

情報技術とスキル

認定 CSDP*, CSDA CBAP*, CCBA CPRE 情報処理技術者
認定
レベル

*学卒で4年(7,000時間)以上の
ソフトウェア開発実務経験[⼤
学で専攻の場合2年]

*⾼度専⾨家: 7,500時
間以上のビジネス分析
実務経験

初⼼者
(Foundation 
Level)

中〜⾼度技術者(ス
キルレベルを設定)
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要求⼯学スペシャ
リスト．．はない



要求⼯学の基礎
要求のスコープと要求アナリストの役割
• 要求の3つのスコープ
• ビジネス/製品 （企業連携・競合，製品＋マーケット）
• システム（⼈＋ハードウェア＋ソフトウェア＋ネットワーク）
• ソフトウェア

• 要求アナリストの役割
• ビジネスアナリスト(BA)
• システムアナリスト
• ソフトウェアアナリスト
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要求⼯学知識体系(REBOK)が⽬指す世界
ユーザ

経営者 システム責任者 PM EndUser
要求の計画と管理 ○ ○ ○
要求獲得 ○ ○
要求分析 ○ ○
要求仕様記述 ○
要求のV&V・評価 ○ ○ ○

ベンダ
経営者 上級SE PM SW開発者

要求の計画と管理 ○ ○ ○
要求獲得 ○
要求分析 ○
要求仕様記述 ○ ○
要求のV&V・評価 ○ ○2021/5/24 NAKATANI Takako 6



要求⼯学知識体系(REBOK) 
REBOK 共通知識カテゴリ: 主要8知識領域の内容

知識領域 内 容
要求⼯学の基礎 要求とそのスコープや性質などの基礎的事項．機能/⾮機能要求も含む
要求⼯学プロセス 要求定義と管理のプロセスと主要なアクティビティなどに関する知識

要求獲得 顧客を含むステークホルダを明らかにし, 会議やインタビューなどを通し
て要求を引出す技術に関する知識

要求分析 要求項⽬を整理し, その間の関係づけ, 優先順位づけなどを⾏い, 実現すべ
き要求を明らかにして絞り込みに関する知識

要求仕様化 分析された要求を規定の書式や表記法で記述する技術に関する知識
要求の検証・妥当性
の確認・評価

要求間の⽭盾がないことや, 必要な顧客の要求項⽬を満たしていることの
確認,あるいは, その達成の度合いを評価する技術などに関する知識

要求の計画と管理 要求管理を計画し,遂⾏や成果物を管理する技術に関する知識
実践の考慮点 要求⼯学を実践する上で知っておくべき知識やベストプラクティス
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要求プロセス
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要求記述

要求のモデル化

仕様化

要求定義，獲得ステークホルダ
分析 課題抽出

ネゴシエーション
テスト・実⾏

要求検証

インパクト分析
技術要素分析
リスク分析

要求管理

変更追跡
再利⽤



要求⼯学
• 現状理解
• あるがままの姿の理解
• 将来の状況の理解

• 要求＝将来の状況ー現在の状況
• as-is分析，to-be分析

• 将来の状況を必要とする根拠の理解
• ステークホルダが下す善し悪しの判断は，ステークホルダの世界観に

依存する
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要求⼯学で⽤いられる様々な⼿法
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研究：要求変更への挑戦
• 要求変更は悪か？
• 顧客を満⾜させない開発に，成功はない

• 要求変更を受け⼊れられても，開発プロジェクトが失敗しない⽅
法はないか
• 要求変更＝要求抽出の⼀部
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要求の数＝追加された要求の数＋削除された要求の数
＋変更された要求の数

要求成熟度(t)＝要求の数(t)／最終的に抽出された要求の数



The Prince
• Niccolò Machiavelli のIl Principe（君主論）
• （佐々⽊毅全訳「君主論」講談社学術⽂庫）

• 早くから紛争を予⾒するならば，容易に対策を施すことができ
るが，あまりに⽬前に迫ってから予知したのでは病気は回復不
能なものとなり，薬剤は時を逸してしまうことになる．
• ⾏く先々のことを⾒通し，未来のあらゆる事態に備えなければならな

い
• 穏やかな⽇にこそ嵐が来るときのことを考えて，⾃分の備えを怠るこ

となく着々と進めなければならない
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The Princeより抜粋
• ⼼の訓練についてみるに，君主は歴史を読み，その中で偉⼈た

ちの⾏動を考察しなければならず，戦争において彼らがどのよ
うに⾏動したかを知り，勝因と敗因とを検討して後者を回避し
たり，前者を模倣したりできなければならない．
• 未来のことを予測するために，過去の歴史を学ぶことも必要である
• 未来へのすべての対処法は過去にある
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PRINCE モデル
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早期成熟型

開発経過時間

要
求
抽
出
率

100

突発型

後期成熟型

中期成熟型

(%)
早期 中期 後期

要求抽出率＝ある時点の抽出要求数／プロジェクト完了時の抽出要求数
抽出要求数＝追加要求数＋削除要求数＋変更要求数



要求変更の観測例(1)
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要求変更の観測例(2)
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Ri = rj / NΣ
i

j=0

1.部品TT
2.部品SM
3.部品IS
4.部品TTM
5.部品CC
6.部品OM
7.DB
8.部品OC
Others

経過⽇数（⽇）

注：各フェーズが重複しないように，横軸を延べ⽇数とした

要
求
成
熟
率(

％)



まとめ
• 要求⼯学は，開発者だけの技術ではない．
• 要求者側も，「知⾒」の蓄積と体系化が必要
• 可変性，共通性の⾒極め
• 可変性の⾒極めは，要求者側が⾏うべき．

• 開発者は，それを「正しく」理解する必要がある．
• 開発技術に関⼼事があると，ビジネスの可変性を⾒落とす！

• 過去を観察せずして，未来を予測したり制御したりはできない
• DX時代：可変性をもたらす要因を発⾒し，その要因に対応することが

ビジネスの強みに繋がるのか？を⾒極めるべき．
• 強みに関係しないのであれば，可変性を捨てるべき（共通サービス，

マイクロサービスに置換する判断が善）
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